
平成２２年度第１回花巻新渡戸記念館運営協議会 ―会議録― 
 
日時：平成２２年７月９日（金） 

午後２時～午後３時４０分 

場所：花巻新渡戸記念館事務室 
   
◎出席者 

委 員： 内舘勝人氏、押切 郁氏、小原幸子氏、木村清且氏、佐藤 脩氏、 
田中かよ子氏       

市  ： まちづくり部長 大山拡詞 
記念館： 館長 佐藤 茂、 副館長 伊藤仁工、 学芸調査員 花篭和博 

◎ 欠席者  
委 員： 伊藤新一氏  

 
①委嘱状交付 
  名簿順（五十音順）に、大山部長が委員席の側に進み、一人ずつ交付する。 
②協議会「会議成立」報告（副館長） 
「伊藤新一委員からの欠席届けがありましたが、過半数以上の出席をいただいて 
いるので、花巻新渡戸瀬記念館管理運営規則第７条の２に基づき、会議は成立しま

す」との報告を伊藤副館長が行う。 
 
１ 開会のことば（館長） 
   今日の午前中は、水沢と花巻の女性の二団体で、８０名を超える方々の来館があり

ました。その半数以上は、初めての来館ということなので、もっとＰＲをしていかな

ければならないと思いました。 
   それでは、平成２２年度第１回花巻新渡戸記念館運営協議会を開催いたします。 
 
２ 主催者あいさつ（大山部長） 
   引き続いて委員をお願いする方、新しく委員をお願いする方、委員の皆様にはよろ 
しくお願いいたします。 
新渡戸記念館の運営は、「魅力ある運営」を進めることが私たちの使命であります。 
地域密着型を工夫して進めておりますし、広く周知をしていくことも必要です。 
市民からは、私たち街づくり進めている担当に、いろいろな注文がありますので、

耳を傾けていくことが重要であると思っています。 
今日は、委員の皆様から、花巻新渡戸記念館の運営にかかわり、いろいろとご意見

をお聞かせ願います。 
 
○職員紹介（佐藤館長） 



  ○各委員自己紹介 
名簿準順に、各委員が自己紹介（氏名と所属団体等）を行う。 

 
○会長選出について（大山部長が仮の議長） 
 ① 大山部長が、会長をどなたにお願いするかを委員に図る。その後、事務局案と

して、大山部長から「今まで、木村委員さんにお願いしていたので、今回も木村

委員にお願いしたいのですが、みなさんのご賛同をいただきたいと思います。」と

発言する。 
（委員全員の拍手・承認） 

 ② 会長指名により、会長職務代理者を押切郁委員とする。  
（委員全員承認） 

   ③「花巻新渡戸記念館運営協議会」会長及び会長職務代理者は次のとおり。  
・会     長  木 村 清 且  委員 

      ・会長職務代理者  押 切   郁  委員 
 
 
３ 協議（進行：会長） 

(1)協議事項１  平成２１年度事業及び利用状況等の報告 
「事業報告」「利用状況の報告」「アンケート実施報告」「資料収集」「入館者数」に

ついて、委員に配付した資料をもとに伊藤副館長が説明をおこなう。 
 
〔挨拶〕 
（会 長）   ただ今の報告について、質問、ご意見等を。 

企画展示室は、今は「新渡戸稲造」の展示室となっているが、別

途、施設の増設をしなければならないような状況と感じている。 
〔質疑〕 
（会 長）   各館が連携して企画展を行うのは今年度からですか。 
（館 長）   そうです。 
（木 村）   ホームページでのＰＲについては。 

           （副館長）    ７月から新たな企画展を行うので市のホームページを更新する 
予定です。 

（佐 藤）   市の博物館等の行事が掲載されている「平成２２年度行事案内」

があるが、このチラシに新渡戸記念館の行事が載っていない。これ

に、新渡戸記念館を入れたらどうか。 
（館 長）   このチラシは、市の教育委員会が作成するので市教委所館の施設

のみが記載されている。 
（部 長）   理由はどうであれ、同一歩調をとる必要がある。そのように指導 

します。 



（小 原）   今日の午前、花巻市地域婦人団体協議会研修で博物館を見学し、

花巻新渡戸記念館を見学したが、大方の会員は初めての来館であっ

た。 
（押 切）   市民の感覚は、まちづくり部とか教育委員会という区別はなく来

館している。 
（部 長）   文化財の視点で施設を作っている。来年は同一歩調を取れるよう

にしたい。 
（押 切）   市民の感覚は、どこが、市のどの部署が管轄しているか考えてい

ない。 
（会 長）   観光客が花巻に来て、「イギリス海岸の次は、何処に行けばよい

か？」と尋ねられることがある。 
        また、観光案内の地図は、距離感がない表示である。 
（押 切）   賢治の生誕祭には、全国から多くの観光客が訪れる。以前、花巻

を訪れた人が、地図を見て「次の場所まで、歩いて行く」と話す人

もいた。私は「ちょっと、歩いていけない距離なのに」と思ったこ

とがあった。 
花巻の観光案内地図は距離感がない表示であると思う。 

（田 中）   施設の場所がまとまっていない。わかりやすく、他から来た人が

わかるよう工夫が必要です。 
（木 村）   また、新渡戸記念館だけではなく、一般に、文化施設等の表示に

ついても同様である。 
（押 切）   新渡戸ロードについて、管轄はどこですか。 
（部 長）   この新渡戸ロードの管理や活用に関しては、観光課で対応してい

る。 
（館 長）   ボランティアガイドが付いて説明してもらえれば、はじめて、新 

渡戸ロードの意味、花巻と新渡戸の関係が理解できるようである。 
 
(2)協議事項２ 平成２２年度事業等計画について 
  「事業運営方針」「事業計画の概要」「入館者数目標」について、伊藤副館長が

資料をもとに説明をおこなう。         
 
〔質疑〕 
（佐 藤）   新渡戸記念館には、多くの資料の寄贈や寄託がされ、それらを保

管活用した展示や資料を作成していると思うが。 
（館 長）   はい、している。 
（佐 藤）   この、「猫塚家文書資料集Ⅰ」に続くものがあるか。 
 
 



（館 長）    第Ⅱ集まで、作成している。さらに、猫塚家に関した資料を保 
管している。 

（佐 藤）    十和田の記念館もよいが、遠野博物舘がリニューアルして開館 
している。遠野博物館を見学してみたらどうか。伊能さんの物も 
あるはずだ。 

（館 長）    この前、行ってきました。視聴覚機器が充実していた。ちょっ 
と絞りきれない展示内容であったと感じたが、すばらしかった。 

         伊能さんに関しては、関係資料をお借りする予定である。 
（館 長）    台湾が日本領土時代に活躍した岩手県出身の方々は、後藤新平 

の招きで新渡戸稲造が、後藤新平の計画にのっとって伊能が、後 
藤新平の方針とした医療・教育に三田さんと、４人を取り上げて 
企画展の準備を進めている。 

（押 切）    今もお医者さんが、台湾から医大に研修に来ている。 
（佐 藤）    佐藤昌介さんだけでなく、花巻の先人のいろいろな人を顕彰し 

ていかなければと、花巻史談会では思っている。 
（会 長）    新渡戸稲造は、関西で新聞記者に戦争犯罪について話をしてい 

る。（昭和 7年 2月） 
（押 切）    花巻市といえば、宮沢賢治という印象が強い。今後も、花巻市 

と新渡戸稲造を広めていくことが大切です。 
（会 長）    かつては、花巻市よりも花巻温泉が有名であった。同じように、

が                   当記念館には、その役割・企画をもっていただきたい。 
（館 長）    世界文化遺産指定にかかわり、平泉の平和の思想が新渡戸稲造 

に受け継がれ、宮沢賢治に受け継がれた。 
ユネスコの前身となる国際連盟の知的委員会設立は、平泉の平

和思想を受け継いだ新渡戸稲造の力によるものであった。 
そういう意味で、文化遺産に指定となる、ならないにかかわら

ず、私たちはしっかりと受け止めて、広めていかなければならな

い。 
（押 切）    世界平和を言っているのは、賢治だけではない。もっと岩手の 
        先人たちの平和思想を広めていきたい。 

           （会 長）    今年、ＪＲ一関・盛岡間ができて 120年でＪＲから企画が来て
                   ており、子どもたちを集めたツアーを予定している。 

モデルコースを考えてみたいと思っている。 
（押 切）    観光の経済効果だけでなく、文化的根本的なもっと突き詰めた 

観光にしなければならない。 
（会 長）    新渡戸稲造の時代を細かく、明治、大正、昭和の時代を詳しく 

調べた論文を読んだことがある。大変詳しくて驚いた。３０代の 
若い方が調べたようで、指導した先生の存在に感心した。 



（押 切）    昨年の９月、全国神楽大会が花巻で開催された。私は文化団体・ 
ユネスコの代表として出席した。 
このとき、ユネスコの名前が一つも無かった。ユネスコ関係者

が出席していないのは変ではないかと事務局に話した。 
観光の深さがないと思い、憤りを感じた。 

（押 切）    昨年の企画展で、新渡戸稲造は国際人として知られているが、 
「教育者としてもすばらしい」ことを取り上げている 

                    ここにいい見本があり、子どもたちはもとより、先生方に来て

い                   いただきたい、状況はどうか? 
（館 長）    年度末にならない前の校長会議に、「出前講座をします」という 

話をしています。 
（押 切）    出前講座は、実現しましたか。 
（館 長）    現在のところ、実現していません。 
（押 切）    先生方も忙しく、ゆとりがなくなった。 
（田 中）    学校教育のカリキュラムの中に、郷土の歴史が入っていないか 

ら、先生方は指導しないと思う。 
（会 長）    花巻中学校の校長が、生徒にイギリス海岸を実測させたいとい 

う話があった。花巻市の文化的財産を学ぶことを、学校教育の中 
で取り込んでいくことを考えていかなければならないと思う。 

（田 中）    子どもたちよりも、先生方が市内を歩くことが大切だと思う。 
         初めて、花巻に着任した先生方に、花巻の歴史的なことを見て 

知ってもらいた。 
（押 切）    新渡戸記念館では、企画展や特別展において、ポスターは作製 

しているのでしょうか？ 
（館 長）    作るときと、作らないときがあります。 
（押 切）    ポスターを作って、各地に貼れば企画展・特別展の宣伝になる 

と思う。 
（押 切）    予算のかかることだが、会議のはじめに企画展示室の増設の話 

があったが。 
（会 長）    今の企画展示室は、会議室として造った部屋である。 
（押 切）    エントランスホールという狭い場所なりの企画・展示しかでき 

ませんね。 
（会 長）    これだけ資料収集になっているので、企画展示室が新渡戸稲造 

のコーナーとして使われているので、別に造る必要があると思う 
が。 

（押 切）    これだけ資料があり、もっともっと、新渡戸コーナーとなれば 
いいと思う。 
 



（内 舘）    新渡戸記念館は、教育委員会所管か。 
（部 長）    教育委員会の補助執行機関です。 

   （会 長）    これで、協議を終了します。 
 
４ 閉会のことば（佐藤館長）  

本日の運営協議会でのご意見、ありがとうございました。  
これで、平成２２年度第１回花巻新渡戸記念館運営協議会をおわります。 
 

 
 


